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2015年 8月 25日 

  テバ製薬株式会社 
大正薬品工業株式会社 

テバファーマスーティカル株式会社 
テバエーピーアイ株式会社 

 

この資料は、2015 年 7 月 30 日にテバ本社（イスラエル）が発表した報道資料の邦訳です。 
訳に齟齬が生じる場合、原文が優先されます。 

 

テバ、堅調な 2015 年度第 2 四半期業績と 

2015 年度通年見通しの上方修正を発表 

 

• 売上高 50 億 US ドル－前年同期と同じ水準 

• Non-GAAP 営業利益 16 億 US ドル－前年同期比 16％増、GAAP 営業利益 6.62 億 US ド

ル－前年同期比 28％減 

• Non-GAAP 純利益 12 億 US ドル－前年同期比 15％増、GAAP 純利益 5.39 億 US ドル－

前年同期比 28％減 

• Non-GAAP 1 株当たり純利益 1.43US ドル－前年同期比 14％増、GAAP 希薄化後 1 株当

たり純利益 0.63US ドル－前年同期比 28％減 

• 営業活動によるキャッシュフロー15 億 US ドル－前年同期比 41％増、フリーキャッシ

ュフロー13 億 US ドル－前年同期比 51％増 

• 為替レートの変動により売上高が 3.41 億 US ドル減少するも、Non-GAAP 営業利益は微

減となる 0.04 億 US ドル 

• 2015 年 7 月 27 日、アラガン社（Allergan plc）の世界的規模のジェネリック医薬品部門

の買収に向けた正式契約締結を発表。総買収額は 405 億 US ドル（現金 337.5 億 US ド

ル、自社株 67.5 億 US ドル）。買収条件を満たした後、2016 年度第 1 四半期に完了す

る見込み。 

• 2015 年 7 月 27 日付けのアラガン社買収発表を踏まえ、マイラン社（Mylan N.V.）に対

する買収提案の撤回を発表 

• 片頭痛および運動障害の医薬品候補物質に関する重要な臨床マイルストーン： 

o TEV-48125 の第 IIb 相試験において、反復性片頭痛および慢性片頭痛双方

に対する有効性と安全性を確認 

o 遅発性ジスキネジア患者を対象とした SD-809 の初のピボタル試験で肯定

的な重要データ 

• 2015 年度 1 株当たり利益の通年見通しを 5.05～5.35US ドルから 5.15～5.40US ドルに上

方修正 
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2015 年 7 月 30 日、エルサレム－テバファーマスーティカル・インダストリーズ・リミテ

ッド〈以下、テバ社〉（NYSE：TEVA）は、2015 年 6 月 30 日終了の 2015 年度第 2 四半

期の業績を発表しました。 
 
テバ社の社長兼最高経営責任者（CEO）であるエレズ・ビゴッドマンは次のように述べて

います。 
「優れた品質のジェネリックおよびスペシャリティ医薬品ポートフォリオ全般の多大な貢

献に牽引され、第 2 四半期の業績は堅調に推移しました。私たちは引き続き既存事業のみ

ならず新規事業にも注力し、大胆な策を講じることで、持続可能かつ収益性の高い成長、

戦略の実行、収益性の向上、キャッシュフロー創出の強化ならびに業界最高水準の競争力

のある営業ネットワークの構築を目指します。 
上半期の好調な業績に基づき、2015 年度見通しを上方修正します。2016 年度第 1 四半期

にはアラガン社の世界的規模のジェネリック医薬品事業の買収を完了する予定です。今回

の買収は、当社事業のさらなる多様化を実現すると同時に、持続的な株主利益の創出を支

えます。テバ社の将来の大いなる発展を楽しみに、今後も積極的な変革を推進します」。 
 
 
2015 年度第 2 四半期業績 
売上 
2015 年度第 2 四半期の売上は 50 億 US ドルで、前年同期比 2％減でした。外国為替変動お

よび 2014 年 7 月の米国 OTC 医薬品製造工場売却の影響を除くと、売上は 6％増となりま

す。 
 
為替レート 
2014 年度第 2 四半期から 2015 年度第 2 四半期にかけての為替レートの変動（特定のヘッジ

取引からの純利益）により、売上が 3.41 億 US ドル、Non-GAAP 営業利益が 0.04 億 US ド

ル減少しました。一方、GAAP 営業利益は 0.17 億 US ドル増加しました。 
 
売上総利益 
Non-GAAP 売上総利益は 31 億 US ドルで、前年同期比は 7％増でした。Non-GAAP 売上総

利益率は 62.8％と、前年同期の 58.1％を上回りました。GAAP 売上総利益は 29 億 US ド

ルで、前年同期の 27 億 US ドルを上回りました。また、GAAP 売上総利益率も 58.4％と、

前年同期の 52.7％を上回りました。 
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研究開発費（R&D） 
研究開発費（R&D）（株式報酬費および仕掛研究開発の購入を除く）の第 2 四半期支出額は

3.57 億 US ドルでした（前年同期は 3.40 億 US ドル）。これは当該四半期における売上の

7.2％を占め、前年同期の 6.7％を上回りました。ジェネリック医薬品セグメント関連の研

究開発費は 1.34 億 US ドルで、前年同期の 1.25 億 US ドルに比べ 7％増となりました。現

地通貨ベースでは、12％増となりました。このような増加は、米国市場における追加の開

発活動に起因します。スペシャリティ医薬品セグメントの研究開発費は2.20億USドルで、

前年同期の 2.11 億 US ドルに比べ 4％増となりました。現地通貨ベースでは 6％増となりま

すが、これは Labrys 社および Auspex 社買収への投資によるものです。 
 
営業経費（S&M） 
営業経費（S&M）（取得無形資産償却費用および株式報酬費を除く）の第 2 四半期支出額は 8.46
億US ドルで、売上比 17.0％でした。前年同期は 9.11 億US ドルで、売上比 18.1％でした。ジ

ェネリック医薬品セグメント関連の当該四半期における営業経費は 3.35 億 US ドルで、前年同

期の 3.88 億 US ドルに比べ 14％減となりました。現地通貨ベースでは、1％減でした。スペシ

ャリティ医薬品セグメント関連の当該四半期における営業経費は 4.57 億 US ドルで、前年同期

の 4.81 億US ドルに比べ 5％減となりました。現地通貨ベースでは、1％増でした。 
 
一般管理費（G&A） 
一般管理費（G&A）（株式報酬費を除く）の第 2 四半期支出額は 3.07 億 US ドルで、売上

比 6.2％でした。前年同期は 2.91 億 US ドルで 5.8％でした。 
 
営業利益 
第 2 四半期の Non-GAAP 営業利益は 16 億 US ドルで、前年同期比は 16％増でした。一方、

GAAP 営業利益は 6.62 億 US ドルで、前年同期の 9.25 億 US ドルに比べ 28％減でした 
 
財務費用 
Non-GAAP 財務費用は 0.41 億 US ドルでした（前年同期は 0.76 億 US ドル）。GAAP 財務

費用は 0.41 億 US ドルでした（前年同期は 0.78 億 US ドル）。減少の要因は、負債（借入金）

は増加したものの、主に金融派生商品からの金融収益ならびに負債のコストが低かったこと

によるものです。 
 
法人税 
第2四半期のNon-GAAP税引前利益16億USドルに対するNon-GAAP法人税引当金は3.45
億 US ドルで、四半期税率は 22％でした。前年同期は Non-GAAP 税引前利益 13 億 US ド

ルに対し、法人税引当金 2.45 億 US ドル、税率は 19％でした。GAAP 税引前利益 6.21 億
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US ドルに対する法人税費用は、0.88 億 US ドルで、税率は 14％でした。前年同期は、GAAP
税引前利益 8.47 億 US ドルに対し、法人税引当金は 1.02 億 US ドル、税率は 12％でした。 
 
純利益および 1 株当たり純利益 
Non-GAAP 純利益、Non-GAAP 希薄化後 1 株当たり純利益は、それぞれ 12 億 US ドル、

1.43US ドルでした。前年同期比は 15％増、14％増でした。GAAP 純利益および GAAP 希

薄化後 1 株当たり純利益は、それぞれ 5.39 億 US ドル、0.63US ドルでした。前年同期は

7.48 億 US ドル、0.87US ドルでした。 
 
Non-GAAP 情報： 
2015 年第 2 四半期における Non-GAAP 費用は 6.91 億 US ドルでした。なお、当該四半期

の Non-GAAP 純利益と Non-GAAP 1 株当たり利益から、以下の項目は除きます。 
• 主にモダフィニル独占禁止訴訟への追加準備金に関連する訴訟和解および偶

発損失費 3.84 億 US ドル 

• 取得無形資産償却費用 2.14 億 US ドル（2.06 億 US ドルは売上原価、0.08 億 US
ドルは営業経費に含まれる） 

• 買収費 1.32 億 US ドル 
• 長期保有資産の減損費 0.81 億 US ドル 
• リストラに伴う費用およびその他の Non-GAAP 項目 0.54 億 US ドル 
• 株式報酬費 0.31 億 US ドル 
• 仕掛研究開発の購入費 0.24 億 US ドル 
• 条件付対価 0.18 億 US ドル 
• 設備関連規制対応費 0.10 億 US ドル 
• 税控除 2.57 億 US ドル 

 
当社としては、これらの項目を除外することで、投資家のみなさまに当社事業をより理解

いただけると考えています。米国 GAAP ベースの決算数値と修正済み Non-GAAP ベース

数値の調整項目に関しては添付資料をご覧ください。 
 
キャッシュフロー 
2015 年第 2 四半期の営業活動によるキャッシュフローは 15 億 US ドルで、前年同期の 11
億 US ドルより 41％増でした。増加した要因は主に売掛金（売上値引および引当金控除後）

の減少と、訴訟和解関連の支払額の減少です。純資本支出を除くフリーキャッシュフロー

は 13 億 US ドルで、前年同期の 9 億 US ドルより 51％増でした。 
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現金および投資金額 
現金および投資金額は、2015 年 3 月 31 日時点の 38 億 US ドルより、同年 6 月 30 日時点

で 28 億 US ドルに減少しました。減少は、主として Auspex 社買収支払と、優先債券の償

還 10 億 US ドルによるもので、短期借入金および当該四半期中に創出されたフリーキャッ

シュフローにより一部相殺されました。 
 
発行済み株式数 
第 2 四半期における完全希薄化後 1 株当たり純利益計算に用いられた平均株式数は、GAAP
ベースおよび Non-GAAP ベースともに 8.59 億株です。2015 年 6 月 30 日時点で、当社の

時価総額計算に用いうる株式数は、約 8.50 億株となりました。 
 
株主資本 
2015 年 6 月 30 日時点での株主資本は 231 億 US ドルでした。同年 3 月 31 日時点では 227
億 US ドルでした。増加の主な要因は 5 億 US ドルの GAAP 純利益であり、これが配当金

支払（3 億 US ドル）によって一部相殺されました。 
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2015 年度第 2 四半期セグメント別業績 
 
ジェネリック医薬品セグメント 
 

 
 
*セグメント利益は、次のような構成となっています。 

セグメント関連｛売上総利益－（営業経費＋研究開発費）｝ 

一般管理費、無形資産償却費およびその他項目を含みません。 

 

2015 年より、株式報償関連費用をセグメント別業績より除外しています。上記データは、株式報償関連費

用の除外を通期にわたり反映させています。 

 

 

ジェネリック医薬品売上高 
ジェネリック医薬品の 2015 年度第 2 四半期における売上高は、25 億 US ドルで、前年同

期比は 2％減（現地通貨ベースでは 6％増）でした。 
 
ジェネリック医薬品の売上内訳は以下の通りです： 

• 米国の売上高は 13 億 US ドルで、前年同期比は 24％増でした。増加の主な要

因は、当該四半期におけるアリピプラゾール錠（エビリファイ®のジェネリッ

ク医薬品）の上市、および 2014 年第 2 四半期には販売されていなかった他製

品の売上です。中でもエソメプラゾール（ネキシウム®のジェネリック医薬品）

が大きく貢献しました。一方、他製品、とりわけカペシタビン（Xeloda®のジ

ェネリック医薬品）の売上減少により増収が一部相殺されました。 

• 欧州の売上高は 6.65 億 US ドルと、前年同期比で 18％減（現地通貨ベースでは

3％減）でした。現地通貨ベースでの売上高減少は、欧州地域で利益率の高い

持続可能な事業に注力するという当社の戦略によるもので、スペイン、英国、

およびフランスでの減少が、イタリアおよびドイツでの増加によって相殺され

ました。この戦略により、欧州におけるジェネリック医薬品事業の収益性が引

4～6 月 

単位：百万 US ドル/売上比率 

売上 
売上総利益 
研究開発費 
営業経費 
セグメント利益* 
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き続き著しく向上しました。 

• その他地域（ROW）の売上高は 4.75 億 US ドルで、前年同期比は 25％減（現

地通貨ベースでは 13％減）でした。現地通貨ベースにおける売上減少は、主に

カナダと日本における減収によるもので、ラテンアメリカとロシアの売上増加

により一部相殺されました。 

• 他社への原薬（API）売上は 1.83 億 US ドル（上記の市場別売上に含む）で、

前年同期比は 1％増でした。 
 
当該四半期において総売上にジェネリック医薬品が占める割合は、前年同期と同じ 50％で

した。 
 
ジェネリック医薬品の売上総利益（粗利） 
 
ジェネリック医薬品セグメントからの第 2 四半期における売上総利益は 12 億 US ドルで、

前年同期比は 14％増でした。ジェネリック医薬品セグメントの第 2 四半期における売上総

利益率は前年同期の 41.7％から 48.6％に上昇しました。売上総利益増加の主な要因は、米

国におけるアリピプラゾール（エビリファイ®のジェネリック医薬品）およびエソメプラゾ

ール（ネキシウム®のジェネリック医薬品）の上市ですが、ROW 市場における売上総利益

の減少により一部相殺されました。 
 
ジェネリック医薬品の利益 
ジェネリック医薬品セグメントからの第 2 四半期における利益は 7.29 億 US ドルと、前年

同期比 36％増でした。ジェネリック医薬品売上の第 2 四半期における売上利益率は前年同

期の 21.3％から 29.6％に上昇しました。増加の主な要因は売上総利益の増加と営業経費の

削減であり、研究開発費の増加により一部相殺されました。 
 
スペシャリティ医薬品セグメント 
 

 

4～6 月 

単位：百万 US ドル/売上比率 

売上 
売上総利益 
研究開発費 
営業経費 
セグメント利益* 
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*セグメント利益は、次のような構成となっています。 

セグメント関連｛売上総利益－（営業経費＋研究開発費）｝ 

一般管理費、無形資産償却費およびその他項目を含みません。 

 

2015 年より、株式報償関連費用をセグメント別業績より除外しています。上記データは、株式報償関連費

用の除外を通期にわたり反映させています。 

 
スペシャリティ医薬品売上高 
スペシャリティ医薬品の第 2 四半期における売上高は、21 億 US ドルで、前年同期比は 3％
増（現地通貨ベースでは 8％増）でした。米国の売上高は 16 億 US ドルで、前年同期比は

14％増です。欧州の売上高は 3.78 億 US ドルで、前年同期比は 25％減（現地通貨ベースで

は 8％減）でした。その他地域（ROW）の売上高は 0.90 億 US ドルで、前年同期比は 16％
減（現地通貨ベースでは 2％減）でした。 
 
当該四半期において総売上にスペシャリティ医薬品が占める割合は 42％と、前年同期の

40％を上回りました。 
 
スペシャリティ医薬品の売上が前年同期比で増加した主な要因は、米国における

Copaxone®の売上増加です。 
下表は、2015 年度および 2014 年度第 2 四半期（6 月 30 日終了）における、治療領域ごと

の売上と当社のスペシャリティ医薬品セグメントの主要製品をまとめたものです。 
 

 

 

4～6 月 

単位：百万 US ドル 
中枢神経系 

増減率 
対前年同期 

呼吸器系 

オンコロジー 

ウィメンズヘルス 
その他スペシャリティ 
スペシャリティ医薬品合計 
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米国および世界で主流の多発性硬化症治療薬 Copaxone®（20 mg/mL および 40 mg/mL）
の売上は 11 億 US ドルで、前年同期比は 12％増でした。 
 
米国における、Copaxone®の売上は 8.70 億 US ドルで、前年同期比は 31％増でした。増加

の主な要因は、当該四半期における売上数の増加と、2014 年 8 月ならびに 2015 年 1 月の

値上げです。加えて、2014 年度第 2 四半期には、同年 1 月の Copaxone® 40 mg/mL の上

市を受けて、売上が相対的に低迷したことがあります。2015 年 6 月の IMS データによる

と、2015 年第 2 四半期末時点において、Copaxone®製品の新処方箋と製品群合計の処方箋

それぞれが米国市場で占めるシェアは、23.8％と 31.2％でした。米国では Copaxone® 40 
mg/mL が Copaxone®の処方箋総数の 68.5％を占めました。 
 
2015 年 6 月には、米国においてサンド社より Copaxone® 20 mg/mL のジェネリックである

1 日 1 回投与の Glatopa®が上市されました。 
 
米国外における売上は、1.84 億 US ドルで、前年同期比は 34％減（現地通貨ベースで 20％
減）でした。現地通貨ベースでの減少は、競争の激化による欧州での売上数減少と、特定

のラテンアメリカ諸国におけるマクロ経済状況の影響に起因します。 
 
当社の世界全域におけるアジレクト®の売上高は 1.05 億 US ドルで、前年同期比は 2％増で

した（現地通貨ベースで 15％増）。現地通貨ベースでの増加の主な要因は、特定の販売区域

において当社のマーケティングパートナーのルンドベック社の売上を上回ったことです。

グローバル市場における売上高は 10％減でした。 
 
呼吸器領域 
呼吸器領域の第 2 四半期における売上高は、2.53 億 US ドルで、前年同期比は 2％減でし

た。プロエアー®の第 2 四半期における売上高は 1.28 億 US ドルで、前年同期比は 4％減で

した。価格引き下げによる影響が、売上数の増加により一部相殺されました。2015 年 4 月

に FDA に承認されたプロエアー® RespiClick（アルブテロール硫酸塩）吸入粉末剤は、呼

吸作動式、複数回用量、ドライパウダー、短時間作用性 β刺激薬吸入器です。米国では 2015
年 5 月に上市されました。 
 
キュバール®の第 2四半期における全世界の売上高は 0.83 億US ドルで、前年同期比は 12％
増でしたが、これは売上数の増加によるものです。 
 
オンコロジー領域 
オンコロジー領域の第 2 四半期における売上高は 2.93 億 US ドルで、前年同期比は 3％増
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でした。Treanda®の売上高は 1.79 億 US ドルで、前年同期比は 1％減でした。 
 
スペシャリティ医薬品の売上総利益（粗利） 
スペシャリティ医薬品セグメントからの第2四半期における売上総利益は18億USドルで、

前年同期比で 0.40 億 US ドル増でした。スペシャリティ医薬品セグメントの第 2 四半期に

おける売上利益率は 86.5％でした。なお前年同期は 87.2％でした。 
 
スペシャリティ医薬品の利益率 
スペシャリティ医薬品セグメントからの第 2 四半期における利益は 11 億 US ドルで、前年

同期比は 5％増でした。利益増加の主な要因は、売上高の増加と営業経費の減少によるもの

で、研究開発費の増加により一部相殺されました。 
 
第 2 四半期におけるスペシャリティ医薬品の売上利益率は前年同期の 53.1％から 54.1％に

向上しました。 
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下表は 2015 年度および 2014 年度第 2 四半期（6 月 30 日終了）における、MS（多発性硬

化症）製品群、およびこれ以外のスペシャリティ医薬品の詳細をまとめたものです。 
 
 

追加情報 

 

 
 
2015 年より、株式報償関連費用をセグメント別業績より除外しています。上記データは、株式報償関連費

用の除外を通期にわたり反映させています。 

 
その他の営業活動 
OTC  
PGT（P&G と Teva の合弁会社）に関連する OTC の第 2 四半期における当社の売上は、

2.10 億 US ドルで、前年同期の 2.26 億 US ドルより 7％減（現地通貨ベースで 10％増）で

した。現地通貨ベースでの売上増加は、ラテンアメリカでの売上増加によるものです。PGT
の第 2 四半期における市場全体での売上は 3.25 億 US ドルで、前年同期比は 0.25 億 US ド

売上 

売上総利益 

研究開発費 

営業経費 

MS 利益 

MS（多発性硬化症）治療薬製品群 

4～6 月 

単位：百万 US ドル/売上比率 

売上 

売上総利益 

研究開発費 

営業経費 

その他スペシャリティ利益 

その他のスペシャリティ 

4～6 月 

単位：百万 US ドル/売上比率 
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ル減でした。売上減少の要因は、外国為替の変動です。 
 
OTC 医薬品の第 2 四半期における売上は 2.10 億 US ドルでした。前年同期の売上は 2.74
億 US ドルでした。売上減少は主に、以前に P&G 社から買収した米国の OTC 医薬品製造

工場を、2014 年 7 月同社に売却したことに起因します。 
 
その他 
その他の第 2 四半期における売上は 2.00 億 US ドルで、主にイスラエルおよびハンガリー

における第三者製品の販売に由来するものです。前年同期は 2.29 億 US ドルでした。 
 
 
2015 年度業績見通し 

2015 年度の通年業績見通しを修正しました。以下をご覧ください。 
 

2015 年度 Non-GAAP 見通し 

 

 

 

 
  

純売上（$B） 

売上純利益（％）  

研究開発費（$B） 

営業経費（$B）  

一般管理費（$B） 

修正前 
2014 年 12 月 

修正後 
2015 年 7 月 

営業利益（$B） 

財務費用（$M） 

法人税（%） 

株式数（M） 

営業活動によるキャッシュフロー（$B） 

1 株当たり利益（$） 
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配当金 
当社は 2015 年 7 月 26 日に開催した取締役会において、2015 年第 2 四半期の配当として 1
株当たり 0.34US ドルの現金配当を公表しました。 
 
なお、支払基準日は 2015 年 8 月 20 日とし、支払日は 2015 年 9 月 3 日とします。また、

15％の源泉徴収税が課されます。 
 
  


